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2年生　第2セッション

自分を成長させるには
所要時間
50分

目的
１．自己成長の４ステップを知らせる。

２．自己成長の４ステップを使う練習をさせる。

３．なぜ、セルフ･コントロールをすることが必要なのか考えさせる。  

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間・友だち」「支える・助ける」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣｢セルフ･コントロール｣「自己成長のための４ステップ」「ステップ1．自分と約束する」「①目標」「②合格基準」「③ほめ方」「ステップ2．自分で記録する」「ステップ3．自分で判定する」「ステップ4．自分をほめる」)
□模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□ポスター「2年生ピアの目標」（第１セッション使用ポスター）
□プリントＡ「自己成長の4ステップ」（生徒数,2枚並べてB4に縮小）
□プリントB「自分も計画してみよう」（生徒数,2枚並べてB4に縮小,プリントAの裏面に印刷にしてもよい）
□第2回まとめプリント（生徒数,第2回振り返り用紙と両面印刷）
□第2回振り返り用紙（生徒数,第2回まとめプリントと両面印刷）　

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1，2，3（生徒数）
□中学校2年生ピアピア新聞2号（生徒数）
生徒の持ち物
□ピア・サポート・ファイル
□筆記用具
	活動項目

(所要時間/

累積時間：分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．導入(5分)

	ピア･サポートの言葉・2年生の目標の復習(2/2)

前の授業の復習と本時への導入（3/5)


	1.ピア・サポートの意味は？
· 今日はピア・サポートの2回目の授業です。もう大丈夫だと思いますが、念のため確認しておきます。

· ピア・サポートとはどんな意味でしたか？（すぐに出てこなければ｢ピア｣と｢サポート｣を１つずつ確認）
· そうですね。｢仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う｣という意味でした。

2．大切な２つのこととは？
· では、「支えあい助け合う」関係をつくるために、大切なことが2つありましたね。何と何でしたか？

· そうですね。「周りの人を大切にすること」と「自分を大切にすること」、この2つをしっかり頭に入れておきながら、学習しましょう。

3．中学2年生としての授業の目標は？
· そして、中学2年生のピア・サポート・テーマは何でしたか？

· そうです。｢セルフ･コントロール｣でした。目標は？

· はい、「自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」でした。あそこに貼り出してあります。みんなで声を合わせて読んでおきますよ。
→（一斉に音読させる）「自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」
・はい。言葉と目標の確認は、ここまでにしましょう。

4．前時の復習
· では次に、前の授業を思い出してみましょう。前の授業では、セルフ･コントロールの基本的考え方として２つのことを知ってもらいました。
· １つ目は、セルフ・コントロールが上手くいかないとき、つまり自分が嫌なところがあって、どうしてもうまくいかないときに、それは「○○のせいじゃない」という考え方でした。

· 「○○」に入る言葉は何でしたか？

· そうです。「性格」でした。

· 人はよく物事がうまくいかないと、「そういう性格だから仕方がない」と片付けてしまいがちです。しかしそれでは性格が変わらなければ成長しないという話になり、では、性格を変えるにはどうすればいいの？と問題がずれていってしまいます。
· そこで、うまくできないのは「性格のせいじゃない」と考え、さらに２つ目の考え方が役に立ちます。
・それは、自分が困ったことや直したいことなど上手くいかない行動を変えようと思ったときの考え方です。覚えていますか？
· 「Aという行動は→Bという行動を改善する」でした。

· 前の授業では、例えば、「授業中にどうしてもぼーっとしてしまう」という変えたい行動があったら、「前の方の席に座る」とか、「ノートをとる」というように、Bという行動が起こらないAという行動をすればよいということなどをたくさんの例を使って学びました。
→プリントを見直すなどして思い出しても良い。

· 思い出しましたか？

・では、復習はここまでにしましょう。
5．導入
· 今日はその続きです。
· 確かに、Bという困った行動を変えたい時には、BではなくAという行動をすればよいのですが、実際にはそのAという行動をすることが難しい、ということはよくあります。
· 頭でわかっていても、実際にはできないことってありますよね？
· でも、だからと言って「やっぱり無理」と言ってしまったらそれ以上、成長することはありません。
· 何とか、自分を成長させるためのAという行動をすることを目指したいものです。
· というわけで、今日の授業ではAという行動を行うときに活用するとよい『自己成長のための4ステップ』というものを学びます。

	｢仲間や友だち同士がお互いに支え合い、助け合う｣

｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣
「セルフ･コントロール」

「自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」
「性格」

「Aという行動は→Bという行動を改善する」
	●(あらかじめ掲示)フラッシュカード｢ピア･サポート｣「仲間・友だち」「支える・助ける」｢仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合うこと｣｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード｢セルフ･コントロール｣

◇フラッシュカード提示

●（あらかじめ掲示）ポスター「２年生ピアの目標」
◇板書「性格」
◇板書「Aという行動は→Bという行動を改善する」

	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、今日のテーマと目標です。

テーマ：「自分を成長させるには」
目　標：自己成長のための4ステップを知ろう
2．今日の学習の流れの説明
・ここで今日の授業の流れを説明します(模造紙①を指しながら順に説明)。
· ①「復習」はさきほど終わり、今は②「学習の流れ」を説明しています。

· これから、③「学ぼう 自己成長のための４テップ」に入ります。ここでは私たちが自分で成長していくためにどんな手順を踏めばよいか、そのステップを学習します。

· それから④「考えよう」ということで、どうしてセルフ・コントロールについて学ぶことが重要なのか、改めて考えてみます。

· 最後に今日の授業を⑤「まとめ」て、⑥「振り返り用紙」に感想を書きます。


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」



	3．学ぼう 自己成長のための4ステップ(28分)

	説明(4/10)

いろいろな人の計画を見る(2/12)

ステップ1
（9/21）
全体シェアリング（7/28）
ステップ2をする(5/33)

活動のまとめ(1/34)


	1.自己成長の4ステップとは（＊生徒が活動する部分に時間をかけたい。ここはさらっと説明。くどく話さない）
· では、早速「自己成長の4ステップ」の学習に入ります。

· プリントA「自己成長の4ステップ」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 最初の2行を読みます。「ピア男君の例を見ながら、自分を成長させるための4ステップを学びましょう。仕組みはとても簡単です。」。

· というわけで、早速、プリントのピア男君の例を見ながら、空いているところを埋めていきましょう。
（1）自分と約束する
· ステップ1は、「自分と約束する」です。プリントAの最初の空欄には「約束」という言葉が入ります。
· ここでは、これから自分がしたいことや、できるようになりたいことを明確にして、それを実現するために、自分が努力することを自分と約束します。
· 具体的には、3つのことをします。ピア男君の例を見ながら、言葉を入れていきましょう。
・まず、ピア男君が「①中2英語の教科書の単語を全部覚える」と言っています。これは、自分の目標（アの回答）です。1つ目にすることは、目標を決めることです。目標は、高すぎず、低すぎず、少し難しいけれど、少し努力すれば達成できる目標にするのがコツです。

· 次に②「1日10個、1週間のうち5日覚えられたらOK」と言っています。これは、ここまで頑張るぞという目安です。このような目安のことを「合格基準」と言います。2つ目は、合格基準（イの回答）を決める、です。
· 最後に③基準を達成できたら「心の中でよっしゃー！偉い！と言う」と書いてありますね。これは、目標を達成できたときのほめ方（ウの回答）を決めています。
· ほめ方はやる気を保つために、自分で自分に与えるものです。この例は自分で自分をほめていますが、他にも「携帯メールをうってよい」というような行動もあれば、「大好きなおやつを食べる」とか、「ほしかった漫画を買う」などの具体的な物であることもあるでしょう。
· ステップ１、自分と約束することはわかりましたか？
（2）自分で記録する
· 次はステップ2です。ステップ2は「自分で記録する」です。プリントの空欄には「記録」という言葉が入ります。

· ここでは、ステップ1で決めた目標行動が、実際にどれだけできているかを、ありのままに記録します。
· 記録の仕方は、表にしたり、グラフにしたりといろいろな方法があります。そのときの目標にあわせて、記録しやすい方法を考えます。
（3）自分で判定する
· 第3のステップは「自分で判定する」です。空欄には「判定」という言葉が入ります。

· ここでは、ステップ２で記録した行動の記録に、ステップ１で決めた合格基準を当てはめてみて、基準に到達できたかどうかを判定します。
· 「合格基準」を超えたときは「達成した」、超えなかったときは「達成しなかった」となります。
（4）自分をほめる
· 最後の第4ステップは「自分をほめる」です。空欄に「ほめる」という言葉が入ります。

· ステップ3で合格基準に達成した場合、ステップ１で決めておいたほめ方を、この段階で自分に与えることができます。その上で、新たな目標を立てて成長させていきます。
· けれどもし、合格基準に達成しなかった場合、当然ほめることはできなくなります。そして目標も現状維持のままか、場合によってはもう一度目標そのものを立て直す必要があるでしょう。
· これが4つのステップです。わかりましたか？
2．自分も計画するために他の人の計画を参考にする
· では、今からみなさんにも自分との約束考えてみてもらいます。
· プリントB「自分も計画してみよう」を配ります（プリントAと両面印刷にしてもよい）。
· 始めに、他に皆さんと同じ中学2年生がどんな自己成長を考えているのか、参考までに読んでみましょう。

· （生徒の様子を見て）どうですか？自分だったらどんな自己成長のための計画を立ててみたいでしょうか。

· では、問題分を読みます。

→問題を確認。

（1）自分と約束する
· というわけで、最初はステップ1の自分と約束するです。目標と合格基準とほめ方を決めます。
· 目標を設定するときの大事なコツは、自分のレベルに合った具体的な目標をつくることです。
· そのためには、現在の時点で自分がどれくらいできているかを知る必要があります。そして、今の自分ができるレベルよりも、少し高いレベルを目標にします。先ほども言いましたが、目標は、高すぎても、低すぎてもいけません。少し難しいけれど、少し努力すれば達成できる目標にします。
· では、時間を7-8分とります。自分の目標と評価基準とほめ方を決めてみましょう。
→小グループで人の意見を参考にしながら進めてもよい。しかしその際も、まずは個人で考える時間を数分とってから、グループにする時間をとるようにする。
· （7-8分後に生徒の様子を見て）はい、そこまでにして、前を向きましょう。みなさん、どんな自分と約束をしましたか？発表してくれる人はいますか？まずは目標と合格基準を発表してみましょう。
→数名を指名して発表させる。

・今度は、ほめ方です。どんなほめ方を考えたか、発表してみましょう。

→数名を指名して発表させる。

（2）自分で記録する
· 次は「自分で記録する」です。今、考えたことをどのように記録すればよいでしょうか。自分の行動を記録する方法を考えます。

· 先ほどのプリントAの例などを参考に、記録の表やグラフを書いてみましょう。 
→机間巡視してアドバイスをする。
・では、そろそろよいですか？こちらを向きましょう。

3．活動のまとめ
· 今日は自分を成長させるための4ステップを使って、実際に計画を作ってみました。
· 今日から、この計画を使って実際に記録をつけてみます。

· そして、○週間後にまたみんなでステップ3，4を考える時間を作ります。それまでまずは挑戦してみましょう。

	プリント記入
プリント記入

プリント記入

プリント記入

プリント記入
プリント記入
プリント記入


考える
発表する

プリント記入


	●プリントA「自己成長の4ステップ」

◇プリントA配付

●フラッシュカード「ステップ1．自分と約束する」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「①目標」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「②合格基準」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「③ほめ方」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「ステップ2．自分で記録する」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「ステップ3．自分で判定する」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「ステップ4．自分をほめる」
◇フラッシュカード提示
◇考えられていない生徒を補助
◇板書
　
◇板書

◇考えられていない生徒を補助


	4.考えよう どうして学ぶ？セルフ･コントロール(9分)

	話し合い(7/41)

まとめ(2/43)


	1．ちょっと考えてみる、話し合ってみる
· では、「考えよう」に入ります。みなさん、今、何となくかもしれませんが自分の目標を立てて自分と約束をしてみました。

・このようにして私たちがセルフ･コントロール、すなわち自分で自分を管理することについて学ばなくてはならないのは、なぜでしょうか。
→生徒は議論する。2～4名の少人数で話し合ってから聞けるとよい。

・考えるのが難しければ、少し発想を変えてみましょう。
○自分の好きなように生きていて、好きなことを　好きな時にして何がいけないのでしょうか？
○反対に、セルフ･コントロールをしないと、人はどうなっていきそうだろうか？
→生徒はさらに議論する。

・では、発表してみましょう。

→指導者は発言を聞き、板書していく。

2．まとめる
・いろいろな意見がでました。どれもよく考えられています。もう一度、私の方でまとめてみましょう。

・セルフ･コントロールとは（ゆっくり言う。この部分は台本を朗読してよい）「生きる目標を持ち、その目標を実現するために、意識的に行動すること」です。そして、それはいずれ自分自身を幸せに導いていきます。
· 人が幸せな人生を生きるためには、ただ毎日を漠然と過ごすだけではなく、将来を見通した目標を立てて、その目標に向かって日々成長していくことが必要です。そうして何かに向かって成長していくと、毎日が楽しくなるからです。

· 人が成長するということは、自分の力を蓄えていくことです。そして、そんな自分の力を自由に扱うことができると、人は本当の意味でもっともっと自由になれます。

· つまり、私たちは自分で自分を成長させ、そして、自分の人生を豊かに、自由に生きていくために、セルフ･コントロールの力が必要なのです。

・ここで学んでいることは、当たり前のことですし、皆さんはすでになんとなくなら知っていることかもしれません。

・でも、こうして改めて整理して学習しておくと、より確実に自分の力になっていくでしょう。

・そういうわけで、中学校2年生のピア･サポートの授業では、自分を一歩一歩成長させるセルフ・コントロールについて学習します。


	考えて、話し合う

「将来困らないようにするため｣｢立派な大人になるため｣「自分のしたいことをするため」｢自分を大切にするため｣｢周りを傷つけないようにするため｣
	◇板書

	5.まとめ(3分)

	まとめ(3/46)


	· では、今日の授業の「まとめ」をしましょう。「第2回☆まとめプリント」を配ります。配られたら、名前を書きます。
→まとめプリントを読み上げながら、キーワードの空欄を全体で埋めていく。

· 私たち人間の成長は、突然、一気に起こるわけではありません。

· 小さな歩幅でゆっくり成長します。でも半年とか1年後に振り返ってみると、小さな一歩の積み重ねの結果、予想以上に大きな成長を遂げていることに気づくものです。

· 焦らず、一歩一歩、確実に進んでいけばよいのです。

· どんな理想や目標でも、粘り強く取り組めば、誰でもみんな成長することができます。今日の学習を、是非、普段の生活に役立てていきましょう。

	プリント記入

自分について考える
	●第2回まとめプリント/第2回振り返り用紙
◇プリントの配付



	6.振り返り用紙の記入(4分)

	配付と記入と回収、次回の予告(4/50)
	· ではまとめプリントを裏返します。「振り返り用紙」に今日の授業で感じた感想や意見を書きましょう。

· 次回は、  月   日です。次の授業では、こうしてセルフ･コントロールのステップに取り組み始めたものの、あまりうまくいかないとき、計画を改善するときのポイントを学習します。

	振り返り用紙記入、提出
	◇第2回まとめプリント/第2回振り返り用紙回収 


板書計画(案)
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活動の留意点：何を題材にしてよいかわからない生徒がいれば、他にも例を挙げる。●学習に関すること（学習時間を延ばす、単語を覚える、ワークブックのページ数を決める、英検）


●部活に関すること


●生活のリズムに関すること（早起き、忘れ物、体力づくり）


●家庭生活に関すること（料理をする、買い物を手伝う、犬の散歩をする）　　　　　など。
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�セルフ･コントロール








板書








�セルフ･コントロール
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模造紙①


目標


テーマ


＊あらかじめ


黒板外に掲示





�セルフ･コントロール








�セルフ･コントロール
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基本的考え方


１．性格のせいじゃない


２．Aという行動は


　　　→Bという行動を改善する





　


　　　　





自分と向き合い、


自分を管理できるようになろう！





板書


セルフ･コントロールの必要性
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